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して１Nにすると，光触媒活性は 0.001N の 1.5倍以上高くなることが確認されたが，中間生成物が生成して，中
間生成物がなかなか分解されずに残存してしまう傾向があることがわかった。 
ルチル型TiO2粒子の場合は，粒子を3mass％過酸化水素水と１N硫酸水溶液に浸漬後加熱処理するという方法で，
未処理の場合の約10倍という顕著な活性の向上があることがわかった。 
(3) 高活性化したTiO2光触媒粒子の空気浄化フィルタへの応用 
 高活性化したTiO2光触媒粒子を用いて，担体の材質と構造を改良することで，光触媒フィルタの性能向上
が行えるかどうか検討した。 
 アセトアルデヒドの分解活性の高い0.001N硫酸で処理した表面修飾TiO2粒子を選定して，これとシリケー
ト系バインダーとを超音波分散機を用いて混合したコーティング液を用いて，ディップコート法によって，
三次元網目構造を持つ2種類の基材（①ニットメッシュ積層体構造 ②三次元不織布構造）に担持して，光触
媒フィルタを作製した。実空間で比較した場合，基材がニットメッシュ積層体構造の方が三次元不織布構造
よりも初期の1時間あたりのホルムアルデヒドの除去率が2.9倍高く，作業効率も24倍高いため，ニットメッ
シュ積層構造の方が三次元不織布構造よりフィルタ基材に適すると判断した。 
 
